
社会から選ばれる企業であり続けるために
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収益性へのこだわり
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製品別売上規模・製品利益率・売上成長率
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ライフケア事業の各製品
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情報・通信事業の各製品
売上収益Like-for-Like*成長率
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女性従業員比率※/女性リーダー比率※

地域別従業員数
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1982‒2019
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当期利益の推移 事業ポートフォリオ
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Q	2019年3月期の業績の概要を教えてください。





��



��

  能性がありますが、最終的に候補者を選ぶのは指名委員会であり、委員会メンバーではない私は関われませ
ん。このため、能力の高い人材を、いろいろな形で取締役会に提案することで評価してもらっています。また、
社外の人材についても、外部の調査会社などを活用して、定期的なサーベイを実施しています。

Q	環境問題や社会貢献への取り組みをどのように考えますか。

社会貢献活動と収益を出す事業は、一体化して考えています。つまり、これらを両立すれば企業として持続的



HOYAの価値創造モデル
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取締役会
当社の取締役会は、社外取締役5名と社内取締役1名の合計6名で構成されており、年10回定例取締役会を開催していま
す。取締役会では毎回活発な議論が行われ、経営者としての十分な経験や国際感覚を有する社外取締役が、執行役の業務
執行に関して多角的な視点から監督・助言を行っています。また取締役会では経営計画等の承認の他、各部門癲
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役員選任理由
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役員選任理由
計測機器から制御事業を営む横河電機株式会社で、同社の経営が厳しかった2007年に社長に就任した後、ハードからソフトへのビ
ジネスモデルの転換、ならびにグローバル化の推進により、同社の立て直しに尽力し、黒字化を達成した実績をお持ちです。当社指
名委員会では、経営環境の変化に果敢に取り組んで成果をあげられた実績、また当社が成長分野として位置付けるライフケアセグ
メントの課題であるソフト面の強化についても豊富な経験から提言いただき、当社の経営に大きな貢献を期待しております。
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役員選任理由
代表執行役最高経営責任者兼務の取締役として、当社グループの経営を牽引し、取締役会でポートフォリオマネジメントに基づく
戦略につき適切に説明および報告を行っており、また他の執行役の業務執行の監督を行い、執行役兼務取締役として、十分な役割
を果たしております。当社指名委員会では、これまでの取締役としての実績を勘案し、今後も企業価値向上に努めるものと期待し
ております。
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執行役
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●執行役報酬に関する方針
執行役の報酬は、固定報酬、年次インセンティブ（業績連動賞与）および中長期インセンティブ（ストック・オプション）として
います。固定報酬は、各執行役の役職・職責（代表執行役、最高財務責任者など）に応じて、当社経営環境、社外専門機関調
査による他社水準などを考慮して適切な水準で設定しています。また、海外駐在の際の負担補助（住居等）も、当社経営環
境、社外専門機関調査による他社水準などを考慮して適切な水準で設定しています。
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役員ごとの連結報酬額（最高経営責任者および１億円以上）
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HOYAグループ 環境・安全衛生・健康組織管理体制
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有害物排出および廃棄物
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労務管理

人権の尊重
基本的な考え方
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特定健康診査・特定保健指導
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紛争鉱物への対応
紛争鉱物対応方針
HOYAグループは、コンゴ民主共和国またはその近隣国で産出され米
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事業概況৘ใɾ௨৴事業

エレクトロニクス関連製品

（当社の製品については、当社WEBサイトの「HOYAの事業」にも各製品の紹介が記載されていますので、
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（基板の厚み0.5mm）が閾値となり、これ以降はガラス基板が必要とされます
（物質の剛性を表すヤング率：ガラス95 GPa、アルミニウム合金は71GPa）
 
また、記録密度向上のための技術HAMR（Heat Assisted Magnetic Recording）
が実現し製品化された場合、同技術は磁性膜の製造プロセスで高温を必要とする
ため、耐熱性の高いガラス基板が唯一の選択肢となります（アルミニウム合金の耐
熱温度は290度に対してガラスは691度）。

映像関連製品

（当社の製品については、当社WEBサイトの「HOYAの事業」にも各製品の紹介が記載されていますので、
よろしければご一読ください。）

映像関連製品 
（光学ガラス材料・光学レンズ・各種レーザー機器など）
 事業内容
各種カメラ用
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 マーケット状況
コンパクトデジタルカメラは、スマートフォンによる置き換えが進み、減少が続いて
います。
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2019年3月期の業績について
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液晶用
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